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国
保
制
度
改
革
に
お
け
る

都
道
府
県
保
健
師
の
役
割

【
は
じ
め
に
】

平
成
30
年
度
以
降
、
都
道
府
県
は
国

民
健
康
保
険
の
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
し
て
、
市
町
村
と
と
も
に
保
険
者
と

し
て
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。そ

こ
で
、
今
回
全
国
保
健
師
長
会
で

は
、
平
成
29
年
度
全
国
保
健
師
長
会
調

査
研
究
事
業
と
し
て
「
国
保
制
度
改
革

に
お
け
る
都
道
府
県
保
健
師
の
役
割
」

に
つ
い
て
の
研
究
を
実
施
し
、
実
態
調

査
の
結
果
か
ら
、
市
町
村
へ
の
支
援
体

制
や
都
道
府
県
が
強
化
し
て
い
く
役
割

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。調

査
を
進
め
る
に
つ
れ
、
支
援
体
制

に
つ
い
て
は
、
全
国
の
取
り
組
み
に
格

差
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
平
成
30
年
度
も
調
査
事
業
を

［
主
な
結
果
］

⑴�　

都
道
府
県
が
保
険
者
に
な
る
平
成

30
年
度
か
ら
の
新
た
な
体
制
整
備
を

し
て
い
る
都
道
府
県
は
13
か
所
（
33

％
）、
整
備
し
て
い
な
い
は
13
か
所

（
33
％
）、
未
定
は
13
か
所（
33
％
）で

約
3
分
の
1
が
体
制
整
備
を
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
デ
ー
タ
活

用
の
予
算
化
、
県
に
よ
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
事
業
の
実
施
、
市
町
村
の
取

り
組
み
を
推
進
す
る
体
制
整
備
で
し

た
。

⑵�　

現
在
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
の

う
ち
、
都
道
府
県
保
健
師
が
市
町
村

支
援
を
し
て
い
る
内
容
は
、
特
定
健

診
、
特
定
保
健
指
導
の
支
援
が
一
番

多
く
、
次
に
糖
尿
病
等
重
症
化
予
防

の
取
り
組
み
で
し
た
。

⑶�　

都
道
府
県
が
保
険
者
に
な
る
こ
と

で
都
道
府
県
保
健
師
は
、
市
町
村
の

現
状
把
握（
K
D
B
や
他
の
デ
ー
タ

分
析
）、
特
定
健
診
デ
ー
タ
の
分
析
・

活
用
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
、

事
業
計
画
や
評
価
に
関
す
る
支
援
と

い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

⑷�　

課
題
に
つ
い
て
は
、
体
制
不
足
、

保
健
師
の
人
材
育
成
、
組
織
横
断
的

な
連
携
体
制
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

⑸�　

今
後
の
国
保
制
度
改
革
に
向
け
た

意
見
と
し
て
、都
道
府
県
保
健
師
は
、

分
散
配
置
の
進
む
市
町
村
の
国
保
部

門
と
ヘ
ル
ス
部
門
の
保
健
師
が
連
携

し
て
戦
略
的
に
保
健
事
業
が
展
開
で

き
る
よ
う
、
市
町
村
統
括
保
健
師
の

機
能
発
揮
に
向
け
た
支
援
（
分
散
配

置
保
健
師
を
ま
と
め
各
課
の
機
能
発

揮
、
市
町
村
保
健
師
の
キ
ャ
リ
ア
ラ

ダ
ー
へ
の
支
援
等
）や
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
機
能
を
発
揮
し
、
地
域
の
課
題
解

決
に
向
け
た
積
極
的
な
取
り
組
み
を

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【
平
成
30
年
度
結
果
】

［
研
究
方
法
］

新
潟
県
、
富
山
県
、
大
分
県
を
対
象

に
、
県
統
括
保
健
師
、
健
康
づ
く
り
部

門
お
よ
び
国
保
部
門
都
道
府
県
庁
保
健

師
、
健
康
づ
く
り
課
所
属
の
保
健
師
へ

の
聞
き
取
り
調
査
と
、
平
成
30
年
度
日

本
公
衆
衛
生
看
護
学
会
学
術
集
会
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加
者
45
名
に
よ
る

意
見
交
換
会
（
平
成
31
年
1
月
26
日
、

山
口
県
国
際
ホ
テ
ル
宇
部
）を
実
施
し
、

継
続
し
、
横
展
開
の
た
め
の
資
料
と
す

る
た
め
、
保
健
所
を
拠
点
と
し
た
保
健

事
業
の
支
援
や
体
制
整
備
に
つ
い
て
好

事
例
を
ま
と
め
ま
し
た
。
体
制
整
備
や

保
険
者
努
力
支
援
制
度
、
保
健
事
業
の

支
援
へ
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
先

進
県
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
お
よ
び
、

学
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
交

換
会
に
お
い
て
得
ら
れ
た
意
見
を
基
に
、

国
保
制
度
改
革
に
お
け
る
都
道
府
県
保

健
師
の
役
割
等
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

【
平
成
29
年
度
結
果
】

［
研
究
方
法
］

都
道
府
県
保
健
師
に
メ
ー
ル
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
送
付
し
自
記
式
調
査
を
行

い
、
メ
ー
ル
に
て
回
収
し
ま
し
た
。

［
回
答
率
］

回
答
は
、
40
都
道
府
県
（
回
答
率

85‌

・‌

1
％
）か
ら
得
ら
れ
、
そ
の
う
ち

有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
39
都
道
府
県

（
83
％
）に
つ
い
て
分
析
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
を
基
に
検
討
会
で
国
保

制
度
改
革
に
お
け
る
都
道
府
県
保
健
師

の
役
割
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

［
結
果
］

国
保
制
度
改
革
の
中
で
都
道
府
県
の

統
括
保
健
師
が
果
た
す
役
割
と
し
て
、

次
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

⑴�　

市
町
村
の
国
保
・
衛
生
・
介
護
部

門
で
庁
内
横
断
的
に
取
り
組
み
や
す

い
よ
う
有
機
的
に
連
携
協
働
（
保
健

師
間
の
連
携
、
事
務
職
と
保
健
師
の

連
携
）し
て
い
く
た
め
の
体
制
づ
く

り
を
行
う
。

⑵�　

保
険
者
の
取
り
組
み
状
況
を
分

析
、
評
価
し
、
保
険
者
へ
必
要
な
支

援
を
行
う
。

⑶�　

保
険
者
支
援
に
必
要
な
事
業
の
企

画
・
立
案
を
行
う
。

⑷�　

市
町
村
の
重
点
事
業
が
、
市
町
村

内
関
係
各
課
で
連
結
し
た
取
り
組
み

に
な
る
よ
う
、
県
庁
内
、
保
健
所
地

域
保
健
課
長
会
等
を
通
じ
て
働
き
掛

け
る
。

［
ま
と
め
］

今
回
の
新
潟
県
、
富
山
県
、
大
分
県

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
か
ら

も
、
都
道
府
県
保
健
師
に
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｂ

な
ど
の
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
広
域
的
な

地
域
診
断
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村

が
県
へ
相
談
し
や
す
い
関
係
を
作
る
た

め
に
積
極
的
に
市
町
村
に
出
向
く
こ
と

本
研
究
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
新

潟
県
、
富
山
県
、
大
分
県
の
自
治
体
の

職
員
の
方
々
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
ご

や
、
会
議
・
研
修
会
の
参
加
を
呼
び
掛

け
る
、
課
題
を
共
有
す
る
た
め
に
一
緒

に
話
し
合
う
場
を
設
定
す
る
な
ど
、
市

町
村
と
の
十
分
な
意
見
交
換
を
行
え
る

よ
う
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
統
括
保
健
師
に
は
、
保
健
師

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
担
当
部
署
の
保
健

師
を
束
ね
、
関
連
す
る
保
健
・
医
療
、

福
祉
、
介
護
等
の
多
様
な
分
野
の
組
織

や
関
係
者
と
の
連
携
を
進
め
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
合
意
形
成
を
図
り

な
が
ら
、
都
道
府
県
・
市
町
村
・
保
険

者
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
保
健
師
間
で
連
携
協
働

し
、
健
康
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
効

果
的
な
保
健
活
動
を
実
践
す
る
た
め

に
、
組
織
横
断
的
な
取
り
組
み
を
行
う

統
括
的
保
健
師
の
配
置
は
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

国
保
制
度
改
革
に
お
い
て
も
、
保
健

師
が
根
幹
の
立
場
を
見
失
わ
ず
、
ブ
レ

ず
に
専
門
性
を
発
揮
す
る
こ
と
を
期
待

し
、
こ
れ
を
成
し
得
る
た
め
の
人
材
育

成
は
喫
緊
の
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

す
。
今
後
、
都
道
府
県
は
ガ
バ
ナ
ン
ス

機
能
を
強
化
し
、
市
町
村
と
の
対
話
や

協
働
が
よ
り
い
っ
そ
う
重
要
に
な
る
と

考
え
ら
れ
、
各
自
治
体
に
お
い
て
本
研

究
結
果
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
文
責
＝
研
究
代
表　

静
岡
県
健
康
福
祉
部

医
療
健
康
局
技
監　

土
屋
厚
子
）

ガバナンス機能の強化に向けて
浜松医科大学健康社会医学講座教授　尾島 俊之(研究メンバー)

　ガバナンスとは、東京証券取引所によると、「会社が、株主をはじめ顧客・従業員・地域社会等
の立場を踏まえた上で、透明・公正かつ迅速・果断な意思決定を行うための仕組み」と定義され
ている。そして、関係者との対話や協働の重要性が強調されている。国民健康保険においては、
冒頭部分を、「被保険者・住民・職員・地域社会等」と言い換えるとよいだろう。学術的には、政府、
市場、ネットワーク、さらに家族、部族、公式または非公式な組織、地域において、組織された
社会の法令、規範、権力、言葉によって統治するプロセスをいうと定義されている。また、ガバ
ナンスにおいては、関係者がその相互作用や意思決定により、社会規範や制度を形成し、強化し、
あるいは再構成していくと記載されている。すなわち、ガバナンス機能とは、関係者の対話や協
働により共通の価値観を形成して、透明・公正・迅速・果断な意思決定が行われることであると
いうことができるかもしれない。
　国保一元化により、国保の運営や保健事業の展開について、従来、市町村が意思決定を行って
いたものについて、都道府県と市町村の対話や協働がよりいっそう重要になると考えられる。短
期的には増大する医療費の適正化が求められる側面もある。しかし、そもそも国民健康保険法第
１条に規定されているように、「社会保障及び国民保健の向上」、すなわち国民が安心して医療を
受けることができ、また健康を享受することができることを目指していく必要があろう。
　その共通の価値観を確認しながら、都道府県と市町村の保健師は対話と協働をよりいっそう進
めていくことが重要となろう。
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全
国
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師
長
会
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平
成
29
・
30
年
度


